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第
十
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
四
国
大
会
は

昨
秋
十
月
七
、
八
の
両
日
、
高
松
市
市
民
会
館

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
二
仏
加
盟
の
各
団
体
よ
り
提
案
さ
れ
た
議
案

総
数
十
二
件
は
、
第
一
、
第
二
、
青
年
お
よ
び

檀
信
徒
の
四
部
会
に
付
議
さ
れ
た
。

　
大
会
事
務
担
当
の
組
織
局
に
お
い
て
は
、
事

前
に
大
会
幹
事
会
の
決
議
に
基
き
、
部
会
の
基

本
姿
勢
を
次
の
よ
う
に
決
定
し
、
第
一
日
目
の

総
会
に
お
い
て
発
表
し
承
認
を
受
け
て
い
た
。

　
即
ち
、
第
一
部
会
は
議
案
審
議
に
当
っ
て
質

　
　
　
　
　
　
　
ノ

疑
応
答
に
充
分
な
時
間
を
与
え
、
提
案
者
の
意

図
す
る
も
の
が
全
一
仏
教
的
視
野
の
中
で
、
真

に
具
現
す
る
に
適
切
な
問
題
で
あ
る
か
ど
う
か

を
検
討
す
る
。
あ
る
い
は
ま
た
具
体
的
問
題
提

起
の
発
想
か
ら
結
論
迄
の
姿
勢
を
的
確
に
捉
え

て
基
本
理
念
を
確
立
す
る
た
め
の
部
会
、
所
謂

「
理
論
部
会
」
と
す
る
。

　
第
二
部
会
は
、
、
全
仏
加
盟
の
単
位
団
体
が
平

素
個
々
に
実
践
し
活
動
し
て
い
る
事
業
で
、
こ

れ
を
全
国
的
に
波
及
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
あ
る

い
は
そ
の
事
例
を
発
表
し
て
他
団
体
の
参
考
に

供
す
る
等
、
実
践
の
成
果
を
発
表
す
る
部
会
と

し
た
。

　
青
年
部
会
お
よ
び
檀
信
徒
部
会
は
、
そ
れ
ぞ

．
習

、醸

、
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
艶
、
，
．
縷
野
葬
、
轟
轟
、
籔
－
遥
蕪
蘇
’

れ
独
立
し
て
前
述
の
一
、
二
部
会
の
性
格
を
両

有
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
3
」

　
十
二
議
案
は
こ
の
線
に
添
っ
て
審
議
さ
れ
、

何
れ
も
部
会
の
承
認
を
得
、
総
会
に
お
い
て
採

択
ま
た
は
了
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第

部
会

部
会
テ
ー
マ

全
一
仏
教
運
動
の
高
揚

一
特
に
組
織
の
拡
充
に
つ
い
て
！

議
案
第
一
号
　
教
化
組
織
の
拡
充
に
つ
い
て

　
　
（
神
奈
川
県
仏
　
丸
山
　
日
雄
師
）

　
全
日
本
仏
教
会
は
、
宗
派
・
四
仏
・
各
種
団

体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
全
加
盟
団

体
一
丸
と
な
っ
て
組
織
活
動
を
活
発
に
行
な
う

こ
と
が
至
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
代

即
応
の
能
動
性
が
な
け
れ
ば
、
存
在
意
義
も
稀

薄
で
あ
る
。

　
宗
派
は
歴
史
と
伝
統
を
基
盤
ど
し
て
信
者
を

教
化
育
成
し
、
各
種
団
体
は
同
好
動
的
立
場
の

構
成
要
素
に
あ
る
関
係
上
、
何
ん
と
し
て
も
県

仏
教
会
が
、
全
癒
の
事
業
推
進
的
起
爆
薬
と
成

ら
な
け
れ
ば
革
新
は
あ
り
得
な
吟
。

　
交
通
至
便
の
都
市
部
に
お
い
て
す
ら
未
組
織

の
地
域
も
あ
り
、
宗
我
に
囚
わ
れ
て
不
活
発
の

県
仏
も
無
し
と
し
な
い
。
こ
の
際
よ
ろ
し
く
大

悟
し
て
組
織
を
拡
充
し
、
積
極
的
に
社
会
浄
化

運
動
に
遭
忙
し
よ
う
。

議
案
第
二
号
　
仏
教
徒
の
政
治
結
集
組
織
化
の

　
必
要
性
に
つ
い
て

　
　
（
仏
教
徒
政
治
同
盟
渡
辺
虚
二
一
）

　
仏
教
徒
と
錐
も
そ
の
生
活
の
中
に
政
治
が
深

く
関
連
し
て
い
る
。
仏
教
精
神
に
則
っ
た
中
道

精
神
を
打
出
し
で
行
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
政

治
的
関
心
を
高
め
、
将
来
こ
の
問
題
に
対
す
る

研
究
機
関
を
設
け
て
仏
教
徒
は
弥
々
結
集
す
べ

き
で
あ
る
。

議
案
第
三
号
　
宗
派
仏
婦
と
全
剛
仏
教
運
動
に

　
つ
い
て

　
　
（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
ス
ギ
氏
）

　
宗
派
仏
婦
・
地
域
仏
画
は
そ
れ
ぞ
れ
相
当
以

前
か
ら
結
成
さ
れ
持
味
を
生
か
し
て
活
動
し
て

い
る
が
遺
憾
な
が
ら
協
調
性
に
乏
し
い
。

　
仏
婦
活
動
の
中
心
的
理
念
は
、
何
ん
と
い
っ

て
も
「
家
庭
の
教
化
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
信
仰
を
中
心
と
し
た
家
庭
の
あ
り
方
、
家

庭
に
お
け
る
人
間
育
成
が
社
会
教
化
の
基
本
で

あ
る
。

　
一
例
を
「
家
庭
の
教
化
」
運
動
に
と
っ
た
け

れ
ど
も
、
そ
の
外
仏
教
婦
人
で
な
け
れ
ば
出
来

な
い
キ
メ
の
細
か
い
独
特
の
事
業
が
あ
る
筈
で

あ
る
。
お
互
い
に
全
一
性
に
目
覚
め
て
、
そ
の

事
業
に
、
運
動
に
共
同
戦
線
を
張
っ
て
行
き
た

い
。議
案
第
四
号
　
都
道
府
県
仏
教
会
の
組
織
強
化

　
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
全
仏
桜
井
大
乗
組
織
局
長
）

　
現
在
、
全
仏
加
盟
団
体
と
し
て
宗
派
五
八
、

都
道
府
県
仏
三
七
、
各
種
団
体
一
八
、
計
＝

三
団
体
で
あ
る
。
一
応
数
の
上
で
は
多
数
で
あ

る
が
、
運
営
上
種
々
不
便
を
感
じ
て
い
る
。
事

務
局
機
構
、
役
員
構
成
、
機
関
の
検
討
お
よ
び

新
設
等
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
強
化
し
、
全
一

仏
教
運
動
を
更
に
強
化
し
て
行
き
た
い
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
般
来
制
度
調
査
会
を
設

け
て
研
究
し
て
戴
い
て
い
る
が
、
組
織
強
化
の

た
め
に
は
特
に
県
仏
、
各
種
団
体
に
お
か
れ
て

も
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
、
名
実
共

に
強
力
な
組
織
確
立
に
努
力
さ
れ
ん
こ
と
を
希

望
す
る
。

第
　
二
　
部
会

部
会
テ
ー
マ

仏
教
徒
の
社
会
的
活
動

一
特
に
実
践
の
成
果
に
つ
い
て
一

議
案
第
五
号
　
地
方
仏
教
徒
大
会
を
開
催
し
よ

　
う．
長
野
県
仏
教
会
（
半
田
孝
道
師
）

　
，
戦
前
よ
σ
結
成
さ
れ
て
い
た
県
仏
の
組
織
を

戦
後
逸
早
く
改
組
拡
充
し
た
。
里
親
運
動
、
仏

2



r
　
　
　
5
．
幽
r

　
　
教
婦
人
会
の
結
成
を
初
め
、
交
通
安
全
運
動
、

肥
噂
難
麟
機
智
鰭
な

潮
大
阪
府
仏
教
会
（
間
野
驚
師
）

47
@
　
年
に
一
度
在
俗
の
方
々
を
交
え
仏
教
徒
大
会

晒
を
開
い
て
い
る
。
昨
年
は
鷺
問
廼
地
域
活

　
　
動
に
お
け
る
問
題
点
・
寺
院
経
営
上
住
職
及
び

　
　
寺
族
の
反
省
点
等
を
討
議
す
る
外
、
交
通
問

　
　
題
、
公
害
問
題
等
仏
教
徒
と
し
て
社
会
問
題
に

　
　
処
す
べ
き
態
度
、
方
策
に
つ
い
て
も
充
分
話
し

　
　
合
っ
た
。

　
　
岐
阜
県
仏
教
会
（
大
石
　
好
文
師
）

　
　
　
本
大
会
の
た
め
に
報
告
書
を
作
成
し
て
参
会

　
　
者
一
同
に
配
布
の
後
、
同
様
毎
年
大
会
を
開
催

　
　
し
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
交
通
問
題
に

　
　
　
つ
い
て
は
県
警
あ
る
い
は
自
動
車
販
売
協
会
等

　
　
か
ら
の
資
金
に
よ
り
、
危
険
な
個
処
に
柵
を
設

　
　
　
け
る
等
の
街
頭
運
動
を
展
開
し
た
。
ま
た
「
お

　
　
経
を
習
お
う
」
運
動
等
暑
中
休
暇
を
利
用
し
て

　
　
　
子
供
達
を
教
導
し
た
。
そ
の
他
、
檀
信
徒
研
修

　
　
　
会
も
開
催
し
て
い
る
。

　
　
静
岡
県
仏
教
会
（
田
中
　
亮
三
師
）

　
　
　
　
毎
年
一
回
春
季
に
総
会
を
開
催
し
、
前
半
は

　
　
　
戦
没
者
の
慰
霊
祭
、
後
半
は
講
演
会
、
研
修
会

　
　
　
を
永
い
間
続
け
て
い
る
。
目
下
の
運
動
目
標

　
　
　
は
、
県
仏
婦
人
会
の
開
催
、
会
報
の
発
行
（
毎

　
　
　
月
）
、
法
人
事
務
の
整
備
、
沖
縄
慰
霊
塔
の
復

　
　
　
興
、
国
の
祝
日
、
寺
院
行
事
日
に
お
け
る
仏
旗

仏
可
　
　
　
の
掲
揚
運
動
（
新
潟
大
会
に
提
案
）
な
ど
で
あ

鷺翻議
案
第
六
号
プ
ダ
ガ
や
日
本
寺
の
完
成
に
協

全
鋤
　
力
し
ょ
．
っ

　
　
　
　
（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
　
巌
谷
　
勝
雄
師
）

　
イ
ン
ド
の
ブ
ダ
ガ
ヤ
に
建
設
中
の
日
本
寺
は

昭
和
四
十
五
年
に
国
際
会
館
を
竣
工
し
、
訪
露

団
の
宿
泊
に
大
変
な
好
評
を
得
て
い
る
。
目
下

本
堂
建
設
中
で
、
昭
和
四
十
七
年
二
月
に
上
棟

式
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
に
は
完
成
の
予
定

で
あ
る
。
総
工
費
は
約
五
億
円
で
、
有
力
寺

院
、
檀
信
徒
、
仏
教
諸
団
体
そ
の
他
有
力
者
の

御
協
力
に
期
待
し
て
い
る
。
職
印
親
善
に
大
き

な
役
割
を
果
す
日
本
寺
の
建
設
は
、
遠
い
外
国

に
お
け
る
事
業
ゆ
え
に
種
々
の
苦
労
を
伴
っ
て

い
る
が
、
本
事
業
の
完
成
の
た
め
に
浄
財
を
寄

進
さ
れ
、
今
一
段
の
協
力
を
是
非
お
願
い
し
た

い
。議

案
第
七
号
　
釈
尊
御
生
誕
地
ル
ン
ビ
ニ
復
興

　
に
対
す
る
世
界
各
国
仏
教
徒
の
協
力
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
（
濡
仏
　
新
間
　
信
雄
国
際
局
長
）

　
曽
っ
て
、
ウ
・
タ
ン
ト
国
連
事
務
総
長
が
、

ル
ン
ビ
ニ
園
に
参
詣
し
そ
の
荒
廃
振
り
に
落
胆

せ
ら
れ
、
早
速
国
連
総
会
に
「
世
界
中
の
仏
教

徒
の
手
に
よ
っ
て
聖
な
る
地
ル
ン
ビ
ニ
を
復
興

し
た
い
」
と
し
て
提
案
し
賛
成
を
得
た
。
た
だ

ち
に
仏
教
国
の
大
使
に
よ
る
調
査
団
を
現
地
に

送
り
、
そ
の
結
果
約
十
億
ド
ル
の
費
用
を
も
っ

て
復
興
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
設
計
に
つ
い

て
は
光
栄
に
も
我
が
国
建
築
界
の
大
家
丹
下
建

三
氏
に
ウ
タ
ン
ト
事
務
総
長
よ
り
直
々
の
依
頼

が
あ
り
、
丹
下
氏
も
感
激
し
て
受
諾
、
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、
ウ
タ
ン
ト
事

務
総
長
大
い
に
こ
れ
を
賞
賛
し
採
用
に
決
定
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
聖
業
に
日
本
仏
教
徒
と
し
て
も
当
然
協

力
す
る
責
任
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
計
画
が
も
っ

と
明
白
に
な
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
各
界
各
層

を
網
羅
し
た
委
員
会
を
結
成
す
る
予
定
で
あ

る
。
い
ず
れ
具
体
案
が
出
来
上
っ
た
暁
に
は
、

広
く
全
国
仏
教
徒
の
協
力
を
懇
願
し
た
い
の
で

そ
の
お
り
に
は
是
非
と
も
充
分
な
る
賛
同
を
得

た
い
。

議
案
第
八
号
　
寺
院
経
営
の
合
理
化
に
つ
い
て

　
　
（
香
川
県
仏
・
寺
院
遵
法
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
石
黙
宗
師
）

　
全
国
に
さ
き
が
け
て
香
川
県
仏
会
員
有
志
に

よ
っ
て
寺
院
遵
法
連
盟
を
結
成
し
、
法
人
事
務

指
導
を
適
切
に
行
な
っ
て
き
た
。
中
で
も
寺
院

所
得
な
い
し
住
職
の
源
泉
税
の
販
扱
い
に
つ
い

て
は
税
務
所
よ
り
公
認
し
て
貰
っ
て
、
ト
ラ
ブ

ル
の
な
い
様
努
力
し
て
い
る
。
全
国
の
県
仏
の

中
に
は
す
で
に
こ
の
よ
う
な
組
織
活
動
を
行
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
が
、
未
組
織

の
地
域
は
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
案
第
九
号
　
日
韓
仏
教
親
善
の
促
進
に
つ
い

　
て
　
　
　
’
（
仏
教
振
興
財
団
　
摩
尼
　
清
之
師
）

　
韓
国
仏
教
徒
の
対
日
感
情
は
未
だ
全
面
的
に

好
転
し
て
い
な
い
。
日
本
の
仏
教
徒
は
、
ま
ず

両
国
民
間
の
誤
解
を
除
く
た
め
に
努
力
す
る
と

同
時
に
学
問
の
交
流
、
仏
書
の
交
換
、
仏
教
学

者
の
交
流
を
促
進
し
、
日
韓
仏
教
親
善
関
係
を

強
力
な
も
の
に
す
る
た
め
に
努
力
す
べ
き
で
あ

る
。議
案
第
十
号
　
第
十
一
回
世
界
仏
教
徒
会
議
を

　
日
本
で
開
催
し
よ
う

　
　
　
（
東
京
ブ
ッ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
良
晃
師
）

　
第
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
は
、
昭
和
二
十
九

年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
。
朋
四
十
七
年
五
月

に
は
セ
イ
ロ
ン
に
お
い
て
第
十
回
大
会
が
開
催

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
で
に
世
界
仏
教
徒

連
盟
か
ら
も
こ
の
次
の
第
十
一
回
大
会
は
是
非

日
本
で
開
催
出
来
る
よ
う
強
く
要
望
さ
れ
て
い

る
。　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
全
仏
事
務
当
局
も
常
務

理
事
会
に
付
議
し
た
と
こ
ろ
「
条
件
が
ウ
マ
ク

行
け
ば
引
受
け
て
も
よ
い
」
と
協
力
的
態
度
に

決
定
し
て
い
る
と
聞
く
。
第
二
回
大
会
は
戦
後

復
興
未
だ
し
の
折
で
も
あ
っ
た
が
、
よ
く
協
力

し
て
あ
れ
す
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
機
は
熟
し
て
い
る
。
一
大
雄
猛
心
を
奮
っ

て
開
催
地
引
受
け
の
決
意
を
し
よ
う
で
は
な
い

か
。

青
年
部
会

議
案
第
十
旧
号
現
翼
下
の
仏
膏
活
動
は
い
か

　
に
あ
る
べ
き
か

香
川
県
仏
教
青
年
会
（
雲
井
　
善
樹
師
）

　
高
松
市
仏
教
青
年
会
は
結
成
以
来
八
か
年
を

経
過
し
た
。
資
金
難
、
人
材
確
保
は
御
他
聞
に

漏
れ
ず
苦
労
の
種
だ
け
れ
ど
も
、
情
熱
を
結
集

し
衆
智
を
集
め
る
と
こ
ろ
道
は
自
ら
開
け
て
来

る
も
の
で
あ
る
。
現
在
仏
教
セ
ン
タ
ー
建
設
運

動
に
挺
身
し
て
い
る
が
、
士
地
は
確
保
で
き
た

が
資
金
難
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
現
存
下
の
仏
青
活
動
を
み
る
時
、
理
想
的
な

仏
青
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
毎
に
檀
信
徒
青
年

を
中
心
と
し
て
青
青
を
結
成
し
、
活
動
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
寺
院
の

子
弟
に
若
干
の
在
家
青
年
を
加
え
た
仏
青
で

剛3
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は
、
定
着
性
と
弛
ま
ざ
る
向
上
性
に
乏
し
く
な

る
の
は
、
単
に
資
金
難
、
人
材
難
を
解
決
し
た

だ
け
で
打
破
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

香
川
県
仏
教
青
年
会
（
滝
口
　
信
行
師
）

　
こ
れ
か
ら
結
成
さ
れ
る
仏
青
は
、
何
事
に
も

能
動
的
に
青
年
ら
し
く
先
手
先
手
と
進
ん
で
行

く
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
守
る
仏
青
で
は
な

く
、
作
っ
て
行
く
仏
書
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
　
一
右
の
二
者
発
言
を
タ
タ
キ
台
と
し
て
討
論

　
に
入
っ
た
が
、
時
給
は
現
実
社
会
の
直
視
、

　
情
報
や
意
識
の
把
握
が
ま
ず
何
よ
り
も
必
要

　
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
発
言
の
末
、
年
一
回

　
仏
青
代
表
者
の
全
国
大
会
を
全
仏
の
名
の
も

　
と
に
開
ぐ
こ
と
を
付
帯
決
議
し
た
。
一

檀
信
徒
部
会

部
会
テ
ー
マ

檀
信
徒
の
使
命
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号
　
檀
信
徒
は
団
結
し
よ
う

　
　
（
香
川
県
檀
信
徒
会
　
井
上
　
　
喋
氏
）

　
人
間
疎
外
の
風
潮
は
、
核
家
族
の
増
加
と
、

仏
檀
の
な
い
家
庭
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
。
日
本

に
は
宗
派
は
あ
っ
て
も
宗
教
が
な
い
、
仏
教
が

な
い
と
い
わ
れ
る
所
以
も
、
こ
れ
等
の
風
潮
に

対
す
る
適
切
な
対
応
策
に
乏
し
い
日
本
仏
教
界

の
責
任
で
も
あ
る
。
今
や
、
住
職
・
寺
族
・
檀

信
徒
は
一
体
と
な
っ
て
、
正
法
護
持
・
渚
世
利

人
の
た
め
に
活
動
す
べ
き
で
あ
る
・

　
こ
の
た
め
、
四
国
四
県
は
勿
論
、
全
国
に
檀

信
徒
会
の
結
成
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　
一
続
い
て
各
地
檀
信
徒
会
の
現
況
報
告
が
あ

　
つ
た
。
一

岐
皇
県
檀
信
徒
会
（
若
染
　
一
雄
氏
）

　
昭
和
四
十
二
年
に
第
十
四
回
全
土
大
会
が
開

催
さ
れ
た
の
を
契
期
に
発
足
し
た
。
現
在
会
員

数
は
十
一
万
五
千
世
帯
で
あ
る
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
　
「
袈
裟
か
け
運
動
」

・
「
お
経
を
習
お
う
」
運
動
な
ど
を
展
開
し
て

い
る
。

新
潟
県
檀
信
徒
会
（
春
日
浩
三
師
）

　
昭
和
四
十
五
年
、
第
十
八
回
全
仏
大
会
を
契

機
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。

　
掲
示
伝
道
運
動
、
会
員
証
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）

の
作
成
運
動
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

「
心
」
を
中
心
に
人
間
の
生
命
を
探
求

日
本
仏
教
文
化
会
議
二
十
八
・
九
日
箱
根
で

　
来
る
八
月
二
十
八
・
九
両
日
、
国
際
仏
教
交

流
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
、
読
売
新
聞
社
後
援
の

も
と
、
昨
年
に
引
き
つ
づ
き
「
生
命
科
学
と
仏

教
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
る
。

　
今
年
は
特
に
人
間
を
他
の
動
物
か
ら
著
し
く

区
別
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
精
神
活
動
に
つ
い

て
、
科
学
的
な
見
解
と
、
仏
教
あ
る
い
は
哲
学

的
な
見
解
を
懸
り
交
わ
せ
て
、
人
間
の
生
命
と

は
何
か
を
よ
り
多
く
理
解
し
て
い
く
。

　
参
加
者
は
次
の
通
り
だ
が
、
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
全
仏
組
織
丈
化
局
に
照
会
し
て
参

加
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
し
、
会
議
場
の

関
係
か
ら
多
数
は
無
理
。

開
催
n
口
時

　
八
月
二
十
八
日
（
月
）
正
午
よ
り

　
八
月
二
十
九
日
（
火
）
正
午
ま
で

会
　
　
場

　
箱
根
仙
石
原
「
ホ
テ
ル
湖
尻
富
士
見
荘
」

研
究
課
題

　
一
、
心
に
関
す
る
科
学
的
見
解

　
　
　
　
基
調
講
演
　
　
若
林
　
　
勲
講
師

　
　
　
　
一
生
理
学
者
と
し
て
一

　
二
、
心
に
関
す
る
仏
教
的
見
解

　
　
　
　
基
調
講
演
　
　
玉
城
康
四
郎
講
師

参
加
者
（
順
不
同
　
敬
称
略
）

　
宮
本
　
正
尊
　
日
本
仏
教
文
化
会
議
々
長
、

　
　
　
　
　
　
駒
沢
大
客
員
教
授

羽
渓
　
了
諦

西
　
　
義
雄

久
保
田
正
文

江
上
不
二
夫

鎌秋堀千沢若
田重　谷潟林

茂義一七久
雄治郎崇敬勲

同
副
議
長
　
元
竜
谷
大
学
長

同
　
東
洋
大
名
誉
教
授

同三
菱
化
成
生
命
科
学
研
究
所

所
長
東
京
医
科
大
教
授

南
山
大
教
授

東
京
女
子
医
大
教
授

成
城
大
教
授

駒
沢
大
教
授
　
　
　
　
‘

東
大
助
教
授

　　　　　　　：：：：：：　　　　　　：：：：：：　　　　：：：：：：　　　＝：：：：：　　：：：＝：＝　：：：：：：：：＝：

佐
伯
真
光

佐
藤
密
雄

玉
城
康
四
郎

花
山
勝
友

福
原
亮
厳

武
藤
義
一

勝
又
俊
教

森
　
武
三
郎

白摩雲藤真金　塩
川才華吉渓岡運入

亮
達営
委

秀
友
義
貫
慈
海
昭
善
清
之
良
純

相
模
工
大
助
教
授

仏
教
大
教
授

東
大
教
授

武
蔵
野
女
子
大
助
教
授

越
谷
大
教
授

東
大
教
授

大
正
大
教
授

横
浜
市
立
大
講
師

大
正
大
教
授

　
員
東
洋
大
教
授

全
量
文
化
専
門
委
員
長

花
園
大
教
授

大
谷
大
教
授

舗
装
文
化
専
門
委
員

同

　
主
催
団
体
側

星
谷
慶
縁
　
全
仏
理
事
長

麻
布
　
照
海
　
〃
　
事
務
総
長

新
間
　
信
雄
　
〃
　
組
織
文
化
局
長

岡
野
　
正
道
　
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
名

　
　
　
　
　
誉
会
長

岡
野
貴
美
子
　
同
　
副
会
長

岡
埜
　
輝
勝
　
同
　
理
事
長

お
こ
と
わ
り

　
本
誌
六
月
号
を
休
刊
し
ま
し
た
こ
と

遅
く
な
り
ま
し
た
が
む
了
承
く
だ
さ

い
。

　：：＝二：＝：：：＝：二＝＝：：：
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全
仏
事
務
総
局
人
事
（
七
月
一
日
）

∵庶

喆白

ｷ
鯛
略
難
曹
噸
示
二

巴
西
事
務
局
新
役
員

」
．
事
務
総
長

ポ
組
織
部
長

∵
国
際
部
長

距
教
化
部
長

巳
審
議
部
長

諸
総
務
部
長

ピ
主
　
事

．
　
　
〃

　
　
〃．

書
　
記

城小八武北後山白加平
　泉橋内島藤家幡・納原

郷
音
（
本
願
寺
派
）
，

宗
准
（
大
谷
派
）

憲
佑
（
浄
土
宗
）
．

恵
誠
（
日
蓮
宗
）

純
一
（
妙
心
寺
派
）

経
昭
（
本
願
寺
派
）
．

了
真
（
大
谷
派
）

秀
雄
（
浄
土
宗
）

宗
和
（
本
願
寺
派
）

厚
雄
、
（
本
願
寺
派
）

，
事
務
局
i
京
都
市
下
京
区
堀
川
通

　
　
　
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
内

一坐
象鰯便謡

、一y鯉w》い 　
　
事
務
総
局
録
事
（
七
月
）

四
日
除
英
姫
女
宏
教
襲
会
（
東
京

　
　
　
　
本
願
寺
）

　旧　十
二
日
除
三
姫
女
史
京
都
指
尺
参
拝

　
十
三
～
十
五
田
　
盆
休
業

二
十
一
日
幽
局
内
会
議

〃
　
　
　
　
麗
西
事
務
局
芝
原
事
務
総
長

　
　
　
　
ら
莱
局

〃
　
　
　
　
新
旧
部
長
歓
送
会

二
十
二
日
　
「
全
仏
」
八
月
号
原
稿
締
切
・

二
十
八
日
　
税
制
特
別
委
員
会
．

暑
中
見
舞

真
言
宗
智
山
派

総
本
山
智
積
院

　
　
　
　
京
都
市
東
山
区
東
山
七
条

　
　
　
　
〇
七
五
（
1
4
5
）
五
三
六
一
㈹

管
　
　
長

化
　
　
主

宗
務
総
長

寺
務
長

法
務
部
長

教
化
部
長

総
務
部
長

教
学
部
長

宗
務
出

、
張
所
長

竹
村
即
智

田
中
隆
恵

西
田
　
隆
演

松
平
実
業

別
所
弘
因

高
井
隆
秀

’
小
宮
勝
憲

「
i
　
ご

　　　全心推奨安全焼香台（屋内用）
　　線香（ローソク）完全燃焼器　（墓地用）

　　　　　お寺を火災から守りましよう〃
　ミ線香（ローソク）完全燃焼器．（墓地用）でお寺も檀家も

　みんな揃って一安心！　安全焼香台（屋内用）もあります。

　製法　実用新案公告　34188号

1墾報轡護欝こ晦冥滅欝
1特約店募集中
1　（〒460）名古屋市中区大須三丁目39番33号

1全国三元㊧合資会社梅金商店
l　　　T肌名古屋＜。5、＞241＿。9。1㈹
」．＿＿．＿．＿＿＿＝．＿旨＿．＿＿、＿＿．，＿＿．隅＿＿＿．＿＿3＿＿．

狩
野
常
信
画
山
水
彩
色
絹
太
椴
子
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
万
円

前
文
影
画
二
十
水
墨
絹
広
覧
表
　
三
万
円

頼
山
陽
書
紙
本
鍛
子
表
　
　
　
　
三
万
円

大
徳
寺
大
綱
画
並
讃
紙
本
太
桂
装
春
日

軸
三
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
万
円

閻
魔
大
王
図
極
彩
色
紙
本
陰
子
美
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
万
円

大
雲
祖
海
書
般
若
心
経
書
紙
本
紙
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
千
円

北
野
元
峰
一
行
書
紙
本
聯
装
　
　
八
千
円

　
送
料
実
費
不
向
返
品
可
詳
細
乞
照
会

撫
齢
講
師
三
三
塀
燭
駆
東
光
寺

仏跡参拝の千代田トラベルが贈る……………

◎各国合同成道会インド仏跡参拝団

　　　昭和47年11月29日～12月16日

　　　主催　（財）国際仏教興隆協会

　　　参加費用　345，000円

◎セイロン新春の旅

　　　昭和47年12月28日’》1月7日

　　　主催　　（株）千代田トラベル

　　　参加費用　27，5000円

　　　昭和48年2月

目　　　ボロブドール探究の旅

　　　　　　　　　　（企画中）

　　　国際旅行業協会会員
　　　運三大臣登録一般154号

常命牡多貿巡覧rラ＝ペル

東京都港区南青山5丁目6番20号（千成ビル）

電話407－3612（代）・400－5100郵便番号107
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全
第昭和47年8月1日

＝

秘
蔵
・
韓
国
三
宝
を
初
め
て
全
巻
刊
行
！

　
　
世
界
各
国
よ
り
度
々
出
版
を
試
み
許
可
さ
れ

　
　
な
か
っ
た
韓
国
海
印
寺
秘
蔵
の
高
麗
大
蔵
経

　
　
　
の
経
板
、
八
万
黙
思
の
影
印
製
本
を
可
能
と

　
　
し
た
仏
教
学
界
の
至
宝
で
す
。

寺
宝
に
／
学
究
φ
座
右
に
／
寺
院
の
寄
贈
に
…
・

　
■
七
百
余
年
を
経
た
古
典

　
■
超
宗
派
の
原
典

　
■
世
界
唯
一
の
経
板
に
よ
る

　
■
全
四
十
五
巻
・
完
壁
な
集
録

　
■
写
影
で
あ
る
か
ら
＝
子
一
旬
誤
り
が
な
い

　　（造本・体裁）

縦37cm　厚さ7⑳
季黄　　27cm　　　重さ　　7　kg

平均1、150ペーシ

．（ご要望に応じ、カタログをご送付致します）

アジア文化事業株式会社
　東京都新宿区西新宿8－3－31／TEL（03）371－Oi25～臼

昭
和
四
十
七
八
月
一
日
鞘
行

」

発
行
所
財
団
法
人
全
日
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